
■
最
終
沈
殿
池
　
　
が
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　　　　　　先生の先生の
ふるふるさと情報さと情報

（（佐藤一斎生誕250年）佐藤一斎生誕250年）

目指せ、食料自給率100㌫
余った農地を利用して 「地消地産」

エ
ー
ナの言葉で紹介す

るよ

　
伝
承
野
菜
を
ベ
ー
ス
に
じ
っ
く
り
と

手
作
り
さ
れ
た
辛
味
ソ
ー
ス
。
地
域
の

野
菜
や
果
物
を
丁
寧
に
使
用
し
た
、
焼

菓
子
や
レ
ト
ル
ト
食
品
。
店
内
に
は
、

恵
那
地
域
で
作
ら
れ
た
お
い
し
そ
う
な

農
産
加
工
品
が
、
所
狭
し
と
並
ん
で
い

る
ん
だ
ナ
。

　
１
年
前
に
恵
那
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
Ａ
ｅ
ｒ
ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
に
来
て
み

た
よ
。
こ
こ
で
は
、
地
元
農
家
さ
ん
の

共
同
販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
恵
那
山
麓

野
菜
」
を
中

心
に
、
県
産

品
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
た
り

地
産
地
消
を

進
め
た
り
し

て
い
る
よ
。

最
近
で
は
、

御
中
元
な
ど

に
も
使
え
る

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
販
売
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
ん
だ
っ
て
。
大
切
な
方
に
、
地

元
商
品
が
詰
ま
っ
た
贈
り
物
を
す
る
の

も
い
い
ね
！
　
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
も

あ
る
か
ら
、
ぜ
ひ
「
Ａ
ｅ
ｒ
ｕ
」
で
検

索
し
て
み
て
ね
。

　
現
在
、
恵
那
山
麓
野
菜
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
農
家
さ
ん
を

募
集
し
て
い
る
よ
。

恵
那
の
お
い
し
い
野

菜
が
、
多
く
の
人
に

届
く
と
い
い
ナ
！

問  

農
政
課
（
内
線
３
６
８
）

地
元
の
ス
テ
キ
な
商
品
に

出
ア
エ
ル
お
店

Ａ
ｅ
ｒ
ｕ

Ａ
ｅ
ｒ
ｕ
　　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

（
ア
エ
ル
シ
ョ
ッ
プ
）

（
ア
エ
ル
シ
ョ
ッ
プ
）

問 恵那くらしビジネスサポートセンター　  恵那市大井町 206-5
 26-2266（午前 9 時～午後 5 時・月曜定休）　 info@enalifebizsupport .jp

　「
わ
が
日
本
の
国
の
歴
史
を
知
ら
な
い
人

が
多
す
ぎ
る
。
そ
れ
は
、
先
人
た
ち
の
血

の
努
力
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
現
在
が
あ
り

み
ん
な
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
い

う
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
こ
と
で
日
本
の
将

来
は
ど
う
な
る
の
か
」。

　
佐
藤
一
斎
は
、
自
分
の
著
書
『
言げ

ん

志し

後こ
う

録ろ
く

』に
こ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

原
文
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
現

代
風
に
要
約
す
れ
ば
こ
う
な
り
ま
す
。
約

２
０
０
年
後
の
今
、
令
和
を
生
き
て
い
る

私
た
ち
に
も
通
じ
る
言
葉
で
、
び
っ
く
り

し
ま
す
。

　一
斎
が
著
し
た
『
言
志
録
』『
言
志
後
録
』

『
言
志
晩
録
』『
言
志
耋て

つ

録
』の
４
冊
を「
言

志
四
録
」
と
呼
び
、
約
10
年
刻
み
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
42
歳
か
ら
書
き
始
め
82
歳

で
書
き
終
わ
る
ま
で
推
敲
を
重
ね
、
全
部

で
１
１
３
３
条
の
文
章
で
出
来
上
が
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
人
生
、
学
び
、
志
、

処
世
、
宇
宙
、
修
養
、
養
生
、
死
生
な
ど

多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
時
代
が
ど

う
変
わ
ろ
う
と
も
読
む
人
の
魂
に
触
れ
る

言
葉
が
多
く
、
思
い
や
り
や
譲
り
合
い
な

「
言
志
四
録
」
を
読
め
ば

人
生
が
豊
か
に
な
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一
斎
塾

　米の需要や価格の低下だけでなく、農業従事者の高齢化や担
い手不足は、本市の農業にとって深刻な課題です。さらに耕作
放棄地も増加傾向にある中、使われていない農地を畑として利
用し、地域の中で「農」と「食」を循環させることで、持続可
能な農業を実現します。現在、中野方地内では、水田を畑に転
換してタマネギを栽培する実証栽培を行っています。

鈴
木
隆
一
さ
ん
（
岩
村
町
）

ど
、「
心
」
を
大
切
に
す
る
日
本
人
に
多

く
読
ま
れ
、生
活
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、　「
一
燈と

う

を
提さ

げ
て
暗
夜
を
行

く
。
暗
夜
を
憂
う
る
こ
と
勿な

か

れ
。
只た

だ
一

燈
を
頼
め
」（
心
に
決
め
た
こ
と
は
最
後

ま
で
や
り
抜
き
ま
し
ょ
う
）
や
、　「
身
に

は
老
少
有
れ
ど
も
、
心
に
は
老
少
無
し
。

気
に
は
老
少
有
れ
ど
も
、
理り

に
は
老
少
無

し
。
能よ

く
老
少
無
き
の
心
を
執
り
て
、
老

少
無
き
の
理
を
体た

い

す
べ
し
」（
身
体
の
老

少
の
違
い
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
物
事
の
道
理
が
分
か
る
か
ど
う
か
に

は
、
老
少
の
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢

に
関
係
な
く
、
道
理
だ
け
は
身
に
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
な
ど
で
す
。

　
明
治
維
新
を
成
し

遂
げ
た
若
い
志
士
が

「
言
志
四
録
」
に
触

発
さ
れ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
を

背
負
っ
て
立
つ
若
い

人
た
ち
に
ぜ
ひ
と
も

読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
、
お
薦
め
の
４
冊

で
す
。

問い合わせ　農政課（内線369）

、

　令和５年10 月から、「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」が始
まります。インボイス制度って何？　自社に関係あるの？　そんな疑問を
解決します。

インボイス制度

相談
無料

※地産地消は、地域で生産されたものを地域で消費すると
いう消費行動への呼び掛けです。一方で「地消地産」は、
地域で消費するものは地域で生産するという生産構造の変
革を意味します

制度を知って経営に生かそう

公認会計士・税理士。
専門分野は、事業継承、会計、税務、監査。
中小企業の事業継承と決算書分析を起点と
した経営改善を得意とする。

電話で申し込むか、氏名・事業所名・連
絡先を記入し電子メールで申し込みくだ
さい。

申し込み

加工業者と小売業・外食業が
連携して製品を開発

工商連携

■講師　井上学氏
　（県よろず支援拠点コーディネーター）

SDGsを推進するため、市が行う事業をSDGsとSDGsを推進するため、市が行う事業をSDGsと
関連付けて、毎月紹介しています。関連付けて、毎月紹介しています。

目標２目標２ 飢餓をゼロに飢餓をゼロに
食料自給率（市民が必要とす
るカロリー量に対して市内で
生産された農産物の総カロ
リー量の割合）100パーセントを目指
します。

農業が職業の選択肢の一つと
なるよう、産業として確立す
る強い農業を目指します。

目標８目標８ 働きがいも経済成長も働きがいも経済成長も

関連するSDGsの目標

特別相談会

❶午前10 時　❷午前11時　❸午後１時
❹午後２時　❺午後３時　❻午後４時

時　間 

SOZO Trial space ENA（恵那くらしビジ
ネスサポートセンター２階）

場　所 

各回１組（先着順・予約制）対象者

農業と畜産業が連携して、環
境に配慮した農畜産物を生産

耕畜連携
農業者と加工業者が
連携して加工食品を製造

農工連携

地域のニーズに合わせた農作
物・製品の生産

地消地産

■ 持続可能な農業を実現するための ４つのポイント

10 月 25 日 ㈫日にち 
　難しい専門用語を、事業者目線で解説します。
　まずは制度を知りたい方、何を準備したらよいの
か分からない方、課税か免税の選択に迷っている方
など、ぜひ相談ください。

正しい知識 が必須の制度です

私が、基礎から
　説明します

▲地元で丁寧に作られた商品がたくさん

SDGsで未来が変わる   Vol.6

▲ショップは、恵那駅前にあるよ

▲言志四録を読みやすく解説した図書

SDGs 推進室（内線 421）SDGs 推進室（内線 421）問

▲恵那山麓
野菜のページ


